
 

 

 

 

 

 

 

5月 17日（月）多目的室にて、１年生の読書会をしました。7グループに分かれ、それぞれの 

テーマについて話し合い、発表しました。初めての読書会ということで、最初は緊張している様子も

見られましたが、話し合いが進むにつれて笑顔も見られ、活発に発言する様子も多く見られました。

読書会でのふりかえりでは、「友だちとは自分にとってどういう存在なのかを改めて考えさせられた」

「みんなが必ず言うワードは『友達』、いまある友達をずっと大切にしようと思った」「みんなでは 

なく『1人と 1人』で考える」など、友だちについて深く考えたという意見が多くありました。その

他、「班で意見を出し、笑ったり考えたりして、仲を深めることができた」「これからは上手に言葉と

付き合っていきたいし、相手のこともよく考えたい」「人の考え方は人それぞれであり、無限大」と

いう意見もありました。これからの人間関係にプラスになるといいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 緑丘中学校図書館だより  

令和３年５月 20日 ＮＯ.４ 

 

※『きみの友だち』の著者 重松 清の本を図書館で展示中です。心打つ作品ばかりです。読んでみてね！ 

本当の友情、友だちとは…？ 

家族のように大切な存在。 

「言葉」は相手を助けることも 

あるし、逆に傷つけることもある。 

「みんな」でいるうちは絶対に 

友だちではないんじゃない…？ 

「本当の優しさ」は人によって、 

時と場合によってもちがうよね。 

「いじめ」は絶対にダメ！ 

 

「後悔」してもそれを生かして 

成長していこう！ 

どんなに仲が悪くても、わかり

あえるのが本当の友だち。 

 

図書委員の 4 名が司会を務めました！ 

イラストを使ってわかりやすい！ 

 

本をきっかけに

して、いろいろ

なもの・こと・人

に出会おう！ 

4 班は、文以外に 

キャラクターを使っ

ていておもしろいと

思いました。 

他のみんなの意見も直接

聞きたいなあと思いまし

た。とてもおもしろかっ

たし、楽しかったです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


